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美
智
也

臨
時

有
路
　
千
聡

臨
時

泉
　
実
春

係
長

購
買
課
長
兼
務

主
任

柴
田
　
重
之

係

奥
山
　
実
希

営
農
販
売

次
長

笹
原
　
浩
一

旅
行
セ
ン
ター

長
兼
務

係
長

グ
リー

ン
課
長
兼
務

主
任

東
根
市
農
協
地
域

営
農
推
進
委
員
会

グ

リ

ー

ン

課

課
長

青
柳
　
広
樹

特
販

次
長

髙
橋
　
俊
二

農

協

女

性

部

臨
時

菅
野
　
千
夏

臨
時

黒
山
　
明
美

農

協

青

年

部

係

佐
藤
　
寧

臨
時

後
藤
　
大
介

主
任

奥
山
　
麻
衣

係

横
尾
　
啓
輔

矢
口
　
信
一
郎

農
事
実
行
組
合

係
長

佐
直
　
浩
樹

係

須
藤
　
知
香

係

臨
時

白
岩
　
英
子

臨
時

片
桐
　
悠
佑

臨
時

井
上
　
陽
一

西
部
グ
リー

ン
セ
ン
ター

長

係

本
間
　
鉄
也

臨
時

本
間
　
美
由
紀

臨
時

長
南
　
拓
海

係

本
間
　
美
貴

堀
江
　
浩

臨
時

矢
口
　
伸
一

◎
東
部
グ
リー

ン
セ
ン
ター

係
兼
務

農

機

課

課
長

大
滝
　
厚
志

係
長

青
柳
　
好
美

主
任

下
河
邉
　
和
雅

主
任

旅

行

係

係
長

グ
リー

ン
課
長
兼
務

臨
時

佐
々
木
　
育
美

燃

料

課

課
長

片
桐
　
正
美

主
任

マ
ネー

ジ
ャー

奥
山
　
康
平

主
任

サ
ブ
マ
ネー

ジ
ャー

本
木
　
拓
郎

主
任

小
野
　
善
孝

農
機
セ
ン
ター

長

係

太
田
　
学

臨
時

吉
沢
　
香
代

三
浦
　
佑
也

係

鈴
木
　
佳
帆

考
査
役

石
垣
　
昌
彦

セ
ル
フ
給
油
所
長

臨
時

星
川
　
多
美
子

臨
時

中
野
　
裕
梨

臨
時

本
木
　
茂

営

農

指

導

課

課
長

寒
河
江
　
仁

営

農

指

導

係

係
長

（

課
長
級）

須
藤
　
理
香

係

鈴
木
　
勇
真

係

石
井
　
美
里

係

植
松
　
友
加
里

米

穀

畜

産

課

課
長

小
松
　
伸
悟

嘱
託

担
い
手
支
援
係

係
長

奥
山
　
祐
介

主
任

東
海
林
　
彰
人

係

営
農
販
売
次
長
兼
務

米

穀

係

係
長

営
農
販
売
次
長
兼
務

係

畜

産

係

係
長

営
農
販
売
次
長
兼
務

臨
時

◎
農
機
セ
ン
ター

兼
務

笹
原
　
慎
之
介

考
査
役

安
達
　
清
春

係

柴
田
　
達
朗

考
査
役

横
尾
　
陽
子

齋
藤
　
純
子

主
任

植
松
　
由
希

太
田
　
寿
実

ラ
イ
ス
セ
ン
ター

長

臨
時

片
山
　
瑞
貴

天
野
　
正
義

園

芸

課

課
長

（
次
長

柏
倉
　
喜
市

係
長

（

課
長
級）

渡
辺
　
智
信

係
長

特

販

課

課
長

後
藤
　
隼
一

係
長

石
塚
　
真
紀
子

主
任

臨
時

永
沢
　
千
恵
美

臨
時

武
田
　
香
織

臨
時

瀬
野
　
舞
由
奈

臨
時

飯
野
　
ひ
さ

柏
木
　
達
也

係

名
和
　
花
純

臨
時

五
十
嵐
　
ひ
と
み

臨
時

尾
﨑
　
裕
美

臨
時

深
瀬
　
洋
子

臨
時

阿
部
　
左
知
子

臨
時

石
川
　
瑠
美
子

臨
時

柴
田
　
成
美

臨
時

日
塔
　
信
子

臨
時

清
野
　
み
ゆ
き

臨
時

庄
司
　
奈
美

臨
時

武
田
　
樹

臨
時

押
野
　
真
理

臨
時

横
倉
　
澄
子

臨
時

寒
河
江
　
梢

臨
時

赤
澤
　
信
光

臨
時

佐
藤
　
千
春

臨
時

山
口
　
咲
苗

臨
時

瀬
野
　
順
子

臨
時

菅
原
　
み
さ
子

臨
時

細
矢
　
時
子

臨
時

田
中
　
よ
う
子

ネ
ッ
ト
販
売
　
通
信
販
売
担
当

臨
時

武
田
　
祐
希

直

販

課

課
長

奥
山
　
誠

係
長

直
販
課
長
兼
務

係

寒
河
江
　
祐
介

信

用

課

課
長

寒
河
江
　
尚
貴

係
長

細
矢
　
樹
里

東
部
支
店

支
店
長

太
田
　
修
敏

臨
時

髙
橋
　
英
子

副
支
店
長

清
水
　
博
幸

主
任

鈴
木
　
和
香

係

横
尾
　
皓
大

係

今
田
　
磨
旺

共

済

課

課
長

鑓
水
　
広
子

L
A
ト
レー

ナー共

済

係

共

済

普

及

係

東
根
営
農
セ
ン
ター

セ
ン
ター

長

太
田
　
孝

東
部
営
農
セ
ン
ター

セ
ン
ター

長

鈴
木
　
晃
悦

係

有
路
　
拓
実

係
長

工
藤
　
禎
介

係

太
田
　
舞

係

伊
藤
　
啓
太

係
長

大
楯
　
由
美
子

主
任

武
田
　
夕
姫

係

松
浦
　
衛

係

駒
沢
　
静
夏

係

綱
木
　
真
寿
果

神
町
営
農
セ
ン
ター

セ
ン
ター

長

植
松
　
英
明

係
長

菅
原
　
宗

係
長

浅
野
目
　
和
哉

主
任

佐
藤
　
博
紀

主
任

大
山
　
光
輝

係

早
坂
　
文
華

係

小
林
　
右
京

係

深
瀬
　
直
人

臨
時

石
山
　
凜

係

阿
部
　
沙
耶
佳

考
査
役

舘
下
　
勇

主
任

植
松
　
裕
行

安
達
　
和
典

臨
時

菅
原
　
晴
美

係

佐
藤
　
ゆ
り

係

鈴
木
　
克
鷹

係

樋
田
　
萌
梨

係

加
藤
　
理
夢

係
長

早
坂
　
茂
樹

係
長

共

済

課

課
長

齋
藤
　
千
奈
美

駒
澤
　
美
唯

西
部
支
店

支
店
長

横
尾
　
文
憲

信

用

課

課
長

鈴
木
　
睦

係
長

髙
橋
　
恵
利

係

熊
澤
　
和
真

係

副
支
店
長

芦
野
　
政
昭

係

鈴
木
　
暁
子

L
A
ト
レー

ナー共

済

係

係
長

小
関
　
真
由
美

主
任

柴
田
　
智
義

係

髙
橋
　
将
貴

臨
時

石
山
　
祐
太

臨
時

武
田
　
典
子

太
田
　
美
奈

係

岡
田
　
梨
江

大
富
営
農
セ
ン
ター
セ
ン
ター

長

山
口
　
貴
紀

係

佐
藤
　
愛
莉

係

瀨
野
　
暢
宏

共

済

普

及

係

主
任

寒
河
江
　
和
枝

主
任

清
野
　
文
子

係

三
浦
　
幸
司
郎

主
任

烏
　
舞
花

係

森
谷
　
裕
基

係

原
谷
　
直
人

臨
時

齋
藤
　
文

小
田
島
営
農
セ
ン
ター

セ
ン
ター
長

大
越
　
崇
生

係
長

（

課
長
級）

大
江
　
智
彦

主
任

主
任

森
谷
　
篤

係

鈴
木
　
克
彦

臨
時

横
尾
　
え
く
子

長
瀞
営
農
セ
ン
ター

　

セ
ン
ター

長

浅
野
目
　
忠

係
長

鈴
木
　
い
ず
み

本　　店　　各　　部

総 　 　 会 （ 総 代 会 ）

監 事 会 理 事 会

代表監事　　菅原　　真
松浦　洋二

児玉　憲一

加藤　　靖

常勤監事　　片桐　一彦
代表理事組合長

代表理事常務

理事参事

西
部
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

東
部
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

企 画 会 議

総
務
部
付

工
藤
　
浩
之

総
務
部
付

伊
藤
　
由
紀

◎
広
報
係
兼
務
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監査室長
矢嶋　　康

理事参事
加藤　　靖

金融部長
太田　隆徳

総務部長
石垣　健一

東部支店長
太田　修敏

西部支店長
横尾　文憲

営農経済部長
庄司　正利

退
　
職
　
者
　
　
　
令
和
６
年
２
月
29
日
付

退
職
者

前
任
職

小
松
　
沙
織

東
部
支
店
　
金
融
担
当
　
共
済
係
　
主
任

石
井
　
美
沙

営
農
経
済
部
　
営
農
経
済
担
当
　
特
販
課
　
直
販
係



� 令和５年度　果樹総合反省検討会
２月21日（水）令和５年度果樹総合反省検討会が東根温泉「よし田川別

館」で開催されました。５年度の果実の販売実績は44億円、前年対比
101.4％となり過去最高の販売実績となりました。

令和５年度は、春季の凍霜害の被害が全域に及んだこと、夏季は連日の
記録的な猛暑により日焼け、生理落下、着色・生育遅延、小玉化から収量
の減少が生じた。11月は昼夜の寒暖の差がなく、りんごは着色遅延を招き、
品質低下が生じました。異常な気象条件に生産現場の状況が大きく左右される年となりました。

安心・安全な農産物の出荷のため、出荷前事前分析の継続、生産管理工程表を出荷前全戸提出の徹底を
確認し、各部会では下記の通り対策・課題を講じて
いく事を確認しました。

初
出
荷
は
「
紅
さ
や
か
」
で
２

月
16
日
（
金
）（
前
年
２
月
15
日
）、

「
佐
藤
錦
」
で
２
月
28
日
（
水
）

（
前
年
３
月
１
日
）
に
神
町
営
農

セ
ン
タ
ー
管
内
の
須
藤
一
元
氏

（
東
根
加
温
さ
く
ら
ん
ぼ
生
産

組
合
組
合
長
）
よ
り
出
荷
開
始
と

な
り
ま
し
た
。

着
色
・
肥
大
も
良
好
で
日
本
一

の
産
地
に
相
応
し
い
一
品
と
な
り

ま
し
た
。
東
京
荏
原
青
果
に
出
荷

さ
れ
初
売
り
価
格
は
佐
藤
錦
３
０

０
ｇ
化
粧
箱
２
Ｌ
２
５
、０
０
０

円
と
前
年
よ
り
高
価
格
で
の
取
引

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
近
年
の
異

常
的
な
天
候
に
よ
り
品
質
が
左
右

さ
れ
て
お
り
、
消
費
地
か
ら
高
品

質
安
定
生
産
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
農
業
の
取
り
巻
く
環
境

は
、
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
や
労
働

力
確
保
の
問
題
な
ど
非
常
に
厳
し

い
現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
の

協
力
に
よ
る
品
質
平
準
化
を
推
進

し
な
が
ら
、
市
場
の
需
要
動
向
・

要
望
に
的
確
に
応
え
、
有
利
販
売

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
加
温
ハ
ウ
ス
栽
培

�

「
紅
さ
や
か
」「
佐
藤
錦
」
初
出
荷

安心！安全！美味しい！を全国の消費者へ！気象に対応した栽培対策！

【りんご部会】
次年度への課題
「生産者=部会=選果人」の認識の下、品質向上を図る。
着色不足、小玉果は5ｋｇ茶箱に誘導し、手取確保に繋げる。
サンふじは11月20日までの収穫率50％の目標を設定。

【ぶどう部会】
次年度への課題
	ぶどう特有の農薬も多く、農薬の使用前の確認を徹底。
	定期的な栽培講習会の開催と、ピオーネなどの黒系品種を
推進。

【さくらんぼ部会】
次年度への課題
	鮮度を重視し満開後48日収穫開始、60日収穫後期を常に
意識した収穫出荷の徹底。

	凍霜害対策、双子果発生の予測を踏まえた摘蕾方法の指導
推進

	有望晩生品種「紅秀峰」「やまがた紅王」の生産拡大・高品
質生産の強力推進継続。

【もも部会】
次年度への課題
	異常気象に負けない桃づくりを目指す講習会の実施。
	昨年の高単価を継続し、生産拡大と安定供給に努める。
	統一目揃え会、選果場視察の実施。
	7品種のリレー出荷となっており、生産者や市場関係者の
意見を受け入れ優良品種を模索。

【なし部会】
次年度への課題
	ラ・フランス格外率5％以下を目指し、予備選果の徹底を
啓蒙。

	ラ・フランスの相対取引強化、ギフト率20％を目標とし、
選果終了を11月末、販売終了は12月上旬を目指す。

	メロウリッチを中心に中生品種の知名度向上と有利販売を
図る。
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①　大富果樹研究会の紹介
　�　大富地区の若手農業者で構成され、70年の歴史を誇
り、農業者の技術向上、所得向上を目指しさらには地
域活性化を目的としています。

②　活動内容
　�　立木審査会、剪定講習会など生産技術講習会を積極
的に行い、生産技術向上はもとより、懇親会等を行い会員間の親睦を深めています。

③　今後の目標
　�　果樹王国東根の特色を活かした経営方法を分析、検討し、所得の向上や品質の安定化を目指し情
報共有していきます。

２
月
16
日
（
金
）�

琥
珀
の
湯
「
欅

の
宿
」
に
て
農
事
実
行
組
合
長
全
体

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
農
事
実
行
組

合
長
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
約
60
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
村
山
市
で
水
稲
栽

培
を
中
心
に
農
業
を
営
む
傍
ら
、
食

堂
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
営
む
、
こ
め

や
か
た�

坂
井
奈
緒�

氏
を
講
師
に
む
か

え
、『
農
を
通
じ
て
、
人
と
と
も
に
つ

く
り
、
食
べ
、
生
き
る
』
を
テ
ー
マ

に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
東
根
果
樹
研
究
会
よ
り
第

53
回
東
北
農
村
青
年
会
議
大
会
へ
山

形
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
発
表
部
門
に
お
い
て
「
最
優
秀

賞
」を
受
賞
さ
れ
た「
脱・結
実
不
良
」

と
題
し
、
果
樹
の
結
実
不
良
対
策
と

し
て
、
一
般
的
な
ポ
リ
ネ
ー
タ
ー
で

あ
る
マ
メ
コ
バ
チ

の
減
少
を
食
い
止

め
る
巣
材
の
開
発

に
つ
い
て
、
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
会
終
了
後

懇
親
会
が
開
催
さ

れ
、
長
瀞
農
事
実

行
組
合
長
会�

会
長�

梅
津
清
悦
氏
の
乾

杯
の
発
声
で
、
親

睦
を
深
め
た
有
意

義
な
全
体
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度 

農
事
実
行
組
合
長
全
体
研
修
会
を
開
催

問い合わせ先　大富営農センター　TEL：0237-48-1959

市内の果樹研究会紹介 第１回　大富果樹研究会
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J A さ く ら ん ぼ ひ が し ね ニ ュ ー ス

2
月
13
日
（
火
）、
女
性
部
小
田
島
支

部
で
は
、
山
二
醤
油
醸
造
（
株
）
の
新
関

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
味
噌
作
り
の
講
習

会
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
作
る
味
噌
は
県
産
の
大
豆
と
米
を

使
用
し
、
一
般
的
な
味
噌
よ
り
も
米
麹
の

割
合
が
多
く
甘
く
て
減
塩
の
味
噌
が
で
き

る
と
い
う
先
生
の
お
話
に
、
参
加
さ
れ
た

部
員
の
方
々
も
興
味
津
々
の
様
子
で
し
た
。

作
り
始
め
て
み
る
と
、
大
豆
を
潰
し
た
り

材
料
を
よ
く
混
ぜ
た
り
す
る
作
業
が
思
っ

て
い
た
よ
り
も
体
力
を
使
う
も
の
で
し
た

が
、
み
ん
な
で
わ
い
わ
い
楽
し
み
な
が
ら

作
業
で
き
ま
し
た
。
米
麹
の
独
特
の
香
り

や
温
か
い
大
豆
を
足
で
潰
す
感
触
な
ど
、

日
常
で
は
な
か
な
か
味
わ
え
な
い
貴
重
な

体
験
で
し
た
。

味
噌
と
し
て
出
来
上
が
る
の
は
7
月
中

旬
頃
と
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
味
噌
に
な
る

の
か
、
5
か
月
後
が
楽
し
み
で
す
！

NEWS!

NEWS!

NEWS!

女性部小田島支部　生活教室開催！

フレッシュミズ部冬期研修会開催

小田島たんぽぽ会　研修会でウエス寄贈！

２
月
28
日
（
水
）
西
部
支
店
２
階
会
議

室
に
て
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

部
冬
期
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回

の
研
修
会
に
つ
い
て
は
仲
間
づ
く
り
運
動

も
兼
ね
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
に
興
味
の

あ
る
方
も
参
加
し
ま
し
た
。

「
ト
ー
タ
ル
改
善
サ
ロ
ン
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ａ
」
渡
邉
彩
加
先
生
を
講
師
に
迎
え
「
ボ

デ
ィ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
～
日
頃
の
不
調
を
改

善
し
、
予
防
し
ま
し
ょ
う
～
」
を
テ
ー
マ

に
、
自
宅
で
も
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を
学

び
ま
し
た
。

先
生
に
は
、
数
を
こ
な
す
の
で
は
な
く
、

姿
勢
を
意
識
し
て
、
習
慣
化
す
る
よ
う
に

毎
日
少
し
ず
つ
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ

と
教
わ
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
み
な
さ
ん

は
、
体
が
資
本
の
仕
事
で
す
の
で
、
心
身

と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

小
田
島
た
ん
ぽ
ぽ
会
は
、
2
月
29
日

（
木
）
に
、
さ
く
ら
湯
に
て
研
修
会
及
び

反
省
検
討
会
を
行
い
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、

ナ
ー
シ
ン
グ
さ
く
ら
ん
ぼ
さ
ん
に
講
師
を

お
願
い
し
、「
散
歩
」
や
歩
き
方
に
つ
い

て
の
研
修
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
散

歩
の
効
果
、
歩
く
時
の
正
し
い
姿
勢
な
ど
、

普
段
の
生
活
に

も
役
立
つ
内
容

で
、
部
屋
の
中

を
歩
い
た
り
ス

ト
レ
ッ
チ
を
し

た
り
と
、
実
際

に
動
き
な
が
ら

楽
し
く
勉
強
で

き
ま
し
た
。
研

修
会
後
に
、
会

員
の
皆
さ
ん
で

作
っ
た
ウ
エ
ス

を
ナ
ー
シ
ン
グ

さ
ん
に
寄
贈
し
、

「
ぜ
ひ
活
用
し

た
い
」
と
喜
ん

で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

そ
の
後
は
、

豪
華
な
昼
食
を

食
べ
た
り
、
温

泉
に
入
っ
た
り

と
ゆ
っ
く
り
く

つ
ろ
ぎ
、
日
頃

の
疲
れ
を
癒
し

ま
し
た
。

フレッシュミズ部員
募集中！
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凍霜害防止対策
《土壌水分の確保》
　発芽期～開花期頃までしっかり土壌水分を確保する。（潅水は、暖かい日の午前中に！）
《燃焼資材》

資　材　名 使用方法（目安） 10a当たり 特　徴 販売単位
デュラフレーム
（固形燃料） 気温０度になったら着火する 30～ 42本 燃焼時間

3～ 4時間 ６本/箱

《散布資材》
　購入助成あります！！詳しくはグリーンセンターまで

資　材　名 使用方法（目安） １０ａ当たり 特　徴 販売単位
降霜の数日前までに散布する。�効果は散布後2～ 3日後より3週間程度。農薬と混用可。
グリーンステム
（植物保護資材）

１回目：休眠期防除に混用散布
２回目：約２週間後に単用散布

500g（目安500
～ 1000倍）

てんさい抽出成
分で凍結防止 500g

降霜の数日前までに散布する。�効果は10日～ 14日間程度。農薬と混用可。
アイスバリア
（植物保護資材）

１回目：休眠期防除に混用散布　　
２回目：約10日後に単用散布

1.1㎏を300ℓに
溶かす

天然糖質で耐寒
性を高める 1.1㎏

降霜の前日までに散布する。�降雨で効果が弱まる。
霜ガード

（植物保護資材）
発芽後と風船状の２回散布
（固着性展着剤加用）

５kg
50倍で散布

ゼオライト多孔
質資材で保温 10㎏

　防霜資材の準備は、お早めに！　散布資材は、予防効能ですので、過信しない様にして下さい。
　詳しい使用方法等についてはグリーンセンター・TACまでご相談下さい。

農作業事故に注意
　剪定・摘らい等の脚立作業が多くなります。焦らずゆっくりと無理のない作業をしましょう。

TAC通信 暖冬小雪により果樹の生育は平年より
早まる可能性大！防霜対策は万全に！！

NEWS! 女性部東根支部レディースセミナー
たんぽぽ会ふれあいいきいきサロンを開催

2
月
20
日
女
性
部
東
根
支
部
（
梶
沼
喜

久
子 

支
部
長
）
レ
デ
ィ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー

（
地
産
地
消
料
理
講
習
会
）
が
村
山
の
カ

フ
ェ
・
ア
ル
ド
ー
レ
に
て
40
名
参
加
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
東
根
の
採
れ
た
て

野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
の
数
々

を
味
わ
い
、

調
理
方
法
な

ど
も
学
ば
せ

て
頂
き
、
と

て
も
有
意
義

な
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

2
月
21
日

に
は
、『
た

ん
ぽ
ぽ
会 

ふ
れ
あ
い
・

い
き
い
き
サ

ロ
ン
』
が

開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回

の
目
玉
【
綾

小
路
き
み
ま

ろ
】
の
ビ
デ

オ
上
映
を
行

い
、
終
始
爆

笑
の
渦
の
中
、

お
腹
の
筋
肉

も
、
笑
顔
で

表
情
筋
も
動

か
し
、
心
も

体
も
温
ま
り

ま
し
た
。
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この活性化事業は各営農センター管内の地区組合員相互の親睦と世代間交流により、更なる活性化
を図ることを目的とし開催しております。

東郷地区活性化事業

２月22日（木）、東根温泉「琥珀の湯　欅の宿」で
東郷地区交流活性化事業が開催されました。組合員、
職員を含む50名参加での開催となりました。開会後は、
松浦組合長による「今後の農協の方針について」の講
話があり、その後懇親会が行われました。
懇親会ではおいしい料理を囲みながら４年ぶりの開
催に賑わいました。

大富地区活性化事業
「大富地区明日の農業

を語る会」
２月20日（火）、東根市大富公民館で大富地区活性
化事業「大富地区明日の農業を語る会」が開催されま
した。今回の活性化事業では、（有）グリーンタフ工
業代表の鈴木二三子氏を講師に招いて講演をいただき、
農産物生育予報を議題に天候を交えた話に参加者は興
味深く耳を傾けていました。
講演会後の懇親会では、参加者同士交流を深め親睦
を図りました。

長瀞地区活性化事業

２月14日（水）、長瀞地区の青野鮮魚店を会場に長
瀞地区活性化事業が開催され、組合員、職員を含む41
名参加での開催となりました。会場では、松浦組合長
による「今後の農協の方針」についての講演や意見交
換会が行われ、農協に対する要望や意見などをいただ
きました。その後は「ながとろ交流と懇親の会」を行
い、親睦を深めることができた良い機会となりました。
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２月19日（月）、東根市農協本店
２階にて「2023年度年金友の会川柳
大会表彰式」を開催しました。「い
きいき×おいしい部門」・「だんら
ん×おいしい部門」の最優秀賞者を
招き、岡田会長・松浦組合長より賞
状の授与が行われ、川柳を考える時
のコツや魅力の話題で盛り上がりま
した。
今後も友の会会員の皆様が、楽し
めるような企画を考えていきたいと
思っておりますので、その際は是非
ともご参加ください！！
最優秀賞の作品および受賞者は以下の通りです。
〇だんらん×おいしい部門
　「マスクとり　互いに増えた　笑いじわ」　　　　神町支部：早坂　敬子さん
〇いきいき×おいしい部門
　「思い出ず　「アレ」「コレ」で通じる　老会話」　若木支部：清野　修一さん

２月19日（月）、東根温泉旅館さくら湯にて「東
根市農協年金友の会役員新年会」を開催しまし
た。岡田会長をはじめ各支部役員12名の参加と
当ＪＡより松浦組合長を迎え、昨年の労をねぎ
らいました。今年度から新型コロナウイルス感
染症は季節性インフルエンザと同じ５類感染症
に位置づけられました。そのような中で年金友
の会の事業においても、「フェスティバル健康
大会」・「役員研修」・「川柳大会」・「年金友の
会集い」などの各事業を開催する事ができまし
た。来年度も会員皆様が満足できるような各事
業を実施できるよう思いを一つにし、新年会は
大盛況のうちに終わりました。

２月17日（土）、東根市農協本店２階会議室
にて「ＪＡさくらんぼひがしね年金セミナー
2024」を開催しました。当セミナーにおいては、
農林中央金庫顧問社会保険労務士・木根渕隆先
生を講師に迎え、「疑問を納得に変える」をテー
マにご講義を頂きました。総勢30名の参加者の
方々からは、活発な質疑もあり大盛況のうちに
セミナーを終了いたしました。
東根市農協では地域の金融機関としての役割
を果たすべく年金請求のお手伝いをさせていた
だいております。年金機構より緑の封筒が届き
ましたら、最寄りの支店窓口までお問い合わせ
ください。
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「2023年度年金友の会川柳大会表彰式」を開催

「東根市農協年金友の会
役員新年会」を開催

「JAさくらんぼひがしね年金
セミナー2024」を開催



JA共済ライフアドバイザー紹介JA共済ライフアドバイザー紹介
　ＪＡでは皆さまのライフステージに生じるさまざまな不安を安心に変えるため、ひと、いえ、くるま
の共済（保障）を取り扱っております。皆さまのライフプランに役立つ情報を持ってライフアドバイザー
が訪問活動しますのでよろしくお願い致します。

太田　美奈 岡田　梨江清野　文子LAトレーナー
齋藤千奈美

寒河江和枝

LAトレーナー
鑓水　広子

大楯由美子 武田　夕姫 有路　拓実松浦　　衛

東
部
地
区
担
当

西
部
地
区
担
当
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一般公募用

職　員　募　集　要　領
　令和７年度職員採用について、下記により募集いたします。

令和６年３月
東根市農業協同組合

記
１　職務内容　　ＪＡ事業全般（信用・共済・購買・営農販売・特販）
２　募集人員　　５名
３　応募資格　　�大学・短大および専門学校卒業者（令和７年３月卒業見込みの者を含む）で、平成９年４月２日以

降生まれた者
４　応募手続
　⑴　応募締切　令和６年５月20日（月曜日）必着
　⑵　提出書類　①　自筆の履歴書（最近３か月以内の写真を貼付）
　　　　　　　　②　受験票用写真１枚（最近３か月以内に写した上半身縦4.5㎝×横3.5㎝）
　　　　　　　　③　卒業または卒業見込証明書、学業成績証明書
　　　　　　　　④　各種免許・資格を有する者は、その証明書の写し
　⑶　提 出 先　〒999-3729�山形県東根市中央東三丁目７番21号　東根市農業協同組合�総務部人事教育課�宛
　※郵送で応募書類を提出するときは、封筒の表に「職員採用応募書類」と朱記すること。
５　採用試験

試験の内容 期　　　日 場　　　所

１次試験 ①総合適性検査（SPI ３）
②小論文 令和６年６月３日（月） 東根市農業協同組合本店

２次試験 面　　接 ６月中旬連絡 東根市農業協同組合本店
６　待　　遇
　⑴　給与等は、本組合の規定による。
　⑵　健康保険・厚生年金・雇用保険・労災保険加入
７　その他
　⑴　採用試験実施通知、採用決定通知、その他の連絡は直接本人に行います。
　⑵　その他不明な事項については、総務部人事教育課（（0237－43－1111）へお問い合わせ下さい。
　⑶　応募者の個人情報は採用選考目的のみに使用し、適正に管理・廃棄します。

臨時職員募集について
臨時職員についても随時募集しております。正職員への登用もあります。
詳しくは総務部人事教育課まで、お気軽にお問い合わせください。
� 総務部人事教育課　　℡�0237-43-1111　メールアドレス�jinji@jahigashine.or.jp



お
知
ら
せ
の
広
場

営業時間変更お知らせ
４月から夏期営業時間に変更なります。（夏期時間４月～11月）

東部グリーンセンター　平日・土曜・日曜・祝日 午前８時～午後６時（無休）
西部グリーンセンター　平日　　　　　　　　 午前８時30分～午後５時
　　　　　　　　　　　土曜日　　　　　　 午前８時30分～正午（繁忙期除く）
　　　　　　　　　　　日曜日・祝日　　　 休業日（繁忙期除く）
農機センター　　　　　平日・土曜日　　 午前８時30分～午後５時
　　　　　　　　　　　日曜日・祝日　 休業日
ＪＡＳＳ　　　　　　　●スタンド営業　 午前７時00分～午後８時
　　　　　　　　　　　●作業時間　　 午前９時00分～午後５時
　　　　　　　　　　　●洗車時間　　　 午前８時00分～午後７時
　　　　　　　　　　　●配送時間　　　 午前８時30分～午後５時
	 （日曜日は、配送休みです）

第16回理事会 令和６年２月28日
❖議　事❖
⑴　農水産業協同組合貯金保険法第117条第６項に基づ
く同項２号の検査に対する改善状況報告について

⑵　職制規程の一部変更について
⑶　内部統制システム基本方針の改定について
⑷　令和６年度「コンプライアンス・プログラム」の策
定について

⑸　令和６年度信用供与等の最高限度額の設定について
⑹　令和６年度余裕金運用方針・計画並びに第１四半期
運用方針・計画について

⑺　不良債権の個別処理方針について
⑻　令和６年度水稲育苗施設利用料金の設定について
⑼　令和６年度販売手数料等の設定について
⑽　施設管理運営規程等の一部変更について（追加）
　①　穀類乾燥調製施設・籾乾燥調製施設運営（管理）規程

　②　水稲共同育苗施設管理運営規程
　③　花木促成施設管理運営規程
　④　果実選果施設管理運営規程
❖報告事項❖
①　１月末残高試算表について
②　令和５年度事業収支（年度末見通し）について
③　クロスチェック検査結果のとりまとめについて
④　内部統制システム基本方針の運用状況について
⑤　ＪＡバンクの内部管理態勢構築にかかる指針の一部
変更について

⑥　令和５年度「ＪＡ事務管理態勢の充実・強化」に係
る取組結果について

⑦　令和５年産米カントリーエレベーター品質検査の結
果について

⑧　よってけポポラ「３月イベントカレンダー」について
⑨　ラ・フランスの残留農薬基準超過に係る最終報告に
ついて

理事会だより

グリーンセンターからのお知らせ
～凍霜害から農産物を守ろう～

今年は、暖冬小雪により育成が進んでいます。
生育が早い年は凍霜害に特に注意が必要です。
グリーンセンターでは、凍霜害対策として各種
資材を取り揃えて皆様をお待ちしております。
資材の種類や使用方法についてお気軽にご相談
ください。
また、農協だより凍霜害防止対策または、TAC
通信（LINE）にも掲載しておりますのでご参照
ください。

　　・あだいひどい霜は、あどこねべはぁ～
　　・まだくっぞ～
　　・んだら、さんなねっだなぁ～

防霜用灯油の特別価格について防霜用灯油の特別価格について
さくらんぼ等の霜害対策及
び結実確保のため、防霜用
燃料（農業用灯油）を特別
価格にて販売いたしますの
で、御利用下さい。
１．価格　 通常配達灯油価格（税込）より　　　

５円／ℓ引き
２．期間　令和６年３月18日（月）～５月２日（木）
３． 申込方法　さくらんぼひがしねＳＳに申込

御願いします。　
※�申し込みの際は、『防霜用の灯油』とお伝えく
ださい。
さくらんぼひがしねＳＳ（TEL�43-1124）
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今月の表紙

日    土土月月 木木 金金

3 64 51 2

水水火火

営業時間 9時30分～17時30分
※状況によりイベント内容が変更になる場合がございます。

7 10 1311 128 9

14 17 2018 1915 16

21 24 2725 2622 23

28 29 30
  おお米米特特売売日日

イイベベンントトカカレレンンダダーー

提提携携ＪＪＡＡ特特産産品品フフェェアア
千葉県ＪＡ千葉みらい「しょいか～ご習志野」より
にんじん詰め放題 落花生詰め放題

熊熊本本県県JJAAああししききたたフフェェアア

「サラ玉」「デコポン」など
他にも美味しいゼリーやプリンなどの

特産品が入荷予定♪

提携ＪＡ
特産品フェア

熊本県フェア

熊本県フェア

パパイインン・・ゴゴーーヤヤーー・・島島ららっっききょょうう・・黒黒糖糖

多多数数取取りり揃揃ええてておお待待ちちししてておおりりまますす！！
ちちゅゅららトトママトト・・おお菓菓子子・・加加工工品品ななどど

和歌山県ＪＡ紀南「紀菜柑」より
柑橘詰め放題 1袋500円

ＪＪＡＡおおききななわわ特特産産品品フフェェアア

１１３３日日 ～～１１４４日日

２２００日日 ～～２２１１日日 ２２７７日日 ～～２２９９日日

沖縄フェア

沖縄フェア
沖縄フェア

提携ＪＡ
特産品フェア

ほかにも加工品等の特産品が入荷予定！※詰め放題は15時までを予定しています。
なくなり次第終了となりますのでご了承ください。

1袋300円 1袋500円

よってけポポラへよってけポポラへ皆さん是非お越しください皆さん是非お越しください

真っ赤に色付いた加温ハウスの佐藤錦

� 撮影：�東根市神町　須藤一元様園地
加温ハウス内の真っ赤に色付いた佐藤錦が初出
荷されました。
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